
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：IoT 教材に関する研究  

 

氏氏名名：：      髙橋 聡 ／ TAKAHASHI Sou EE--mmaaiill：：  takahashi-s@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  応用物理学会，電気学会，電子情報通信学会 

キキーーワワーードド：：  センサ, IoT （Internet of Things) , 人材育成 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・情報セキュリティ教材に関する研究 

・IoT 人材育成に向けた教育実習型デバイスの開発に関する研究 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科  情報コース 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：  人人材材育育成成にに向向けけたた教教材材開開発発にに関関すするる研研究究  

  

  

  

 
  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

2. IoT人材教育に向けた学習用IoTデバイスの開発

105万 110万 115万

30万
36万

45万

2020年 2025年 2030年

供供
給給
人人
数数

不不
足足
人人
数数

IT人材の不足推計[1]

IT人材が
大幅に不足

IT人人材材のの育育成成
がが必必要要

・先行研究デバイス[2]・IoT教育教材の既製品[a]

剥き出しの基板や配線の必要に
より，小学生が扱うのは難しい

・小学生でも扱える
・様々なセンサを接続可能

新新たたなな教教育育用用IoTデデババイイススのの提提案案
[a] 「IoT教材キットVer3.0」(株式会社タブレイン) 

https://tabrain.jp/new/product/KyozaiKit.html

作製方法
・設計：3DCAD （Solidworks2013, Dassault Systèmes SolidWorks Corp)
・造形：3Dプリンタ(DESKTOPSERIES ONYX ONE ，Markforged)

・・温温湿湿度度セセンンササ
2秒毎にセンサ周囲の気温と
湿度を計測し，出力

・・スステテッッピピンンググモモーータタ
角度を入力
入力角度でステッピングモータが回転

デデババイイスス単単体体ででのの動動作作がが可可能能

上部
センサ接続部

下部
配線，マイコン格納

55 mm

35 mm
45 mm

温湿度センサ
ステッピングモータ
電気伝導度センサ

・・セセンンササアアタタッッチチメメンントト

幅 110 mm

高
さ

13
0 

m
m

・・デデババイイスス本本体体

セセンンササ接接続続部部
本体にスライド

して挿入

ワンタッチで
装着，接続

デデババイイスス上上部部
・3つのセンサを
接続可能
・部品固定のための
磁石

デデババイイスス下下部部
Raspberry Pi Zero，
ブレッドボード，配線
を内部に格納

PC上からRaspberry Piを操作VNCでリモートデスクトップ接続

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

医療分野の課題に対する工学的アプローチ 

 

氏氏名名：：      森 隆裕 ／ MORI Takahiro EE--mmaaiill：：  t-mori@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本臨床バイオメカニクス学会，日本機械学会 

キキーーワワーードド：：  バイオメカニクス，材料力学，画像計測 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・軟質材料の力学的特性評価 

・画像解析 

・ディープラーニングを用いた画像解析や三次元モデルの構築 

 

 
研研究究内内容容：：  医医療療分分野野のの課課題題にに対対すするる工工学学的的アアププロローーチチ  

  

＜＜AAII をを用用いいたた医医療療画画像像にに対対すするる自自動動診診断断シシスステテムムのの開開発発＞＞  

  医師の遠隔診断や急患等での専門外の分野における高精度な診断を可能にすることを目的に， 

ディープラーニング技術等を用いた医療画像に対する自動診断システムの開発を検討しています． 

  

＜＜変変形形性性膝膝関関節節症症にに対対すするる骨骨のの三三次次元元評評価価＞＞  

 変形性関節症（OA）の発症メカニズム解明のため，OA 発症・進行に伴う下肢のアライメントや骨形態の変化を，単純

X 線画像，CT および MRI などから二次元および三次元評価を行っています． 

  

＜＜低低イインンピピーーダダンンスス材材料料にに対対すするる高高ひひずずみみ速速度度領領域域下下ににおおけけるる力力学学的的特特性性評評価価＞＞  

 生体軟組織の力学的特性を評価するために，ホプキンソン棒法衝撃試験を適用し，関節軟骨の高ひずみ速度領域下

における力学的特性を評価しました．この手法を応用して，その他の材料の力学的特性を検討します． 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 自動診断システム      図 2 骨の三次元アライメント評価    図 3 ホプキンソン棒衝撃試験法の概略図 

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 情報コース 
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